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特集　令和７年度予算

Facebook
　　始めました
市議会の情報を発信しています！

牛久市議会事務局

広報常任委員会賞
牛久第三中学校１年生（応募当時）

花冷えの桜も風情ある神谷稲荷神社

新入生を迎える教室

近隣公園にも春の訪れ

奥野やまゆりの里
のタチツボスミレ

新地に咲く蕗の花

満開の笑顔と桜

水ぬるむ牛久沼の夕陽

牛久の春みつけた！



　プールや体育館、テニスコートなど公園内には 30 年以上経過して
いる施設が多く、その活用方法について、市民ニーズ等を踏まえ検討
することが求められている。特にプールは、老朽化に加え、コロナ禍
において利用を中止していたため十分な利用ができない状況にある。

効率的かつ効果的な運営に向け、
公共施設としてのあり方や適切な
管理方法について、地方自治研究
機構と共同で調査を実施する。

　平成 11年に建築された下根保育園は 26 年が経過し、園舎の外壁はひ
び割れや亀裂などが生じ、雨漏りを防ぐシーリングが劣化。内部も床の
劣化や内壁の塗装がはがれている箇所が多くあり、雨漏りが起こっている。
　子どもたちが安全に生活するために、令和７年度から８年度にかけ
て、長寿命化改修を実施し、20 年の延命をはかる。

議会として
　利用している団体や市民の声も生かし、これからの運動公園が広く市民
に利用され愛される施設となるよう期待したい。

議会として
　民間保育園が充実して
きた本市において、公立保育園の役割は、受け入れ困難な児童のセー
フティーネットとしての機能や保育需要の増減に対する調整役、行政
と民間保育園とのつなぎ役などがある。長寿命化をし、その大切な役
割を続けてもらいたい。

　今年度の予算常任委員会のメンバーです！
　牛久市議会では、予算を審査するための常任委員会を設置しています。
　当初予算のほか、補正予算など１年間にわたり予算を審査していきます。

総事業費１０００万円（６００万円を地方自治研究機構が負担）

委員長　小松崎　伸　　副委員長　加藤　政之
委　員　黒木　のぶ子　　須藤　京子　　山本　伸子　　池辺　己実夫　　
　　　　伊藤　裕一　　鈴木　勝利　　　大森　和夫　　塚原　正彦　　髙嶋　基樹
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特集　令和 7 年度 予算審査
予算常任委員会が行く！！

子どもたちで賑わっていた幼児用プール。
滑り台や噴水など、子ども連れの夏のお
出かけスポットとなっていた。

内壁の塗装の剥がれ。
多くの箇所に見られる。

床の劣化。ガムテープ
で緊急的な補修を実施。

かつては開閉式ドームに覆われていたプール。
長期にわたり閉鎖していたため、整備・修繕を
行わなければならない箇所が多数存在しており、
現在も閉鎖中。

鉄筋コンクリート造の特徴的な建物。令和７年
３月１日現在、１１９名の園児が在籍している。
一時預かり保育や子育て支援として園開放を
行っている。

市民に求められている運動公園の機能を官民連携で調査研究

築26年の下根保育園　長寿命化工事で
公立保育園としての役割を果たすために　　　　　　　　　　　　　　　（2ヶ年）

４００万円

総事業費３億７４万２０００円

�
約８１億６６９５万円　   基金
うち、一般財源基金
（財政調整基金・減債基金）
５１億２７３４万円
（令和７年度末見込）



歳出 �  令和 7 年度やることリスト
　　　（一般会計歳出予算）   合計 ３３０億６６６５万円

歳入
�  

（一般会計歳入予算）合計 330 億６６６５万円
・市税１２５億円　（個人市民税は5億円の増）
・国や県からの支出金７８億円
・繰入金２４億円　（財政調整基金繰入金など）
・寄付金10億円（ふるさと納税）
・市債9億５７５０万円
その他、地方交付税、地方特例交付金、諸収入など

令和 7 年度の一般会計と特別会計、
下水道事業会計の総額は、
526 億 5141 万円。
前年度比で 1. 5％増となりました。
令和 7 年度の新規事業や特徴的な事業、
財源などをわかりやすく解説します。

禁煙治療費の
対象者拡大

　20 歳以上の市民
の方を対象に禁煙
外来の治療費（上
限 1 万円）を助成。
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令和７年度牛久市各会計別当初予算
（単位：千円）

会計名 令和7年度当初予算
一　　般　　会　　計 ３３，０６６，６５３
国 民 健 康 保 険 事 業 ７，０５９，３１５
青 果 市 場 事 業 ２１，３６５
介 護 保 険 事 業 ６，９６８，３５３
後期高齢者医療事業 ２，７７７，８７５
特 別 会 計 合 計 １６，８２６，９０８
下 水 道 事 業 ２，７５７，８５６
企 業 会 計 合 計 ２，７５７，８５６
合　　　　　　　　計 ５２，６５１，４１７

「笑顔あふれるにぎわいと
やすらぎのあるまち うしく」

7 つの重点プロジェクト
7 つの政策分野

行
政
運
営

環
境

生
活
基
盤

市
民
共
創

し
ご
と 

教
育
・
文
化

健
康・医
療・福
祉

牛久市が示し
ているまちづく
りの将来像とそ
のための７つの
政策分野および
７つのプロジェ
クトのイメージ
図。当初予算に
は関連事業が多
く組み込まれて
いる。

図解 �

　　　　令和 7 年度

牛久市のお財布と
お金のつかい方

帯状疱疹の
予防接種助成

定期接種対象者の予防
接種の一部助成
生ワクチン4千円（1回接種）
不活化ワクチン 1 回あたり1万円

（2 回接種）

かっぱ祭り実行委員会補助金
予算と運営方法の検討を

一般会計予算に対し
附帯決議案が提出される

趣旨 �　
実行委員会への補助金について
は適切な予算編成に努め、気候
変動や参加者の高齢化を考慮し
た開催方法の見直しをするよう求
めたもの。

議決結果 �　　否決

未就学児の
医療費を無償化

未就学児が健康保険
を使用して医療機関を
受診した際のマル福分
の自己負担金を助成。

市債
　　令和 7年度は
元金償還額 26億６７００万円
借入額１２億３５００万円とし、

残高は２８９億９８００万円の見込み
（前年度比14億３２００万円減見込）

�
約８１億６６９５万円　   基金
うち、一般財源基金
（財政調整基金・減債基金）
５１億２７３４万円
（令和７年度末見込）

附帯決議

新　事　業
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第２期基本計画の４年間がスタート

空き家の適正管理及び有効活用を
推進する　 　　１５６５万円

 議員のここチェック

問 条例の改正により、どう予防
していくのか。

答 市民の方からの情報や市のパ
トロール等で見つけた、管理
不全空き家の手前の対象物件
について、助言指導ではなく、
まずは所有者に対し改善を促
すための情報提供を行ってい
く。

私もひとこと

上町行政区民生委員・児童委員
片
かたおかくにひこ

岡邦彦さん

地域には、所有者が施設に入所
したために住んでいない家や、所
有者が亡くなり空き家になった家な
ど、いくつかの空き家と思われるも
のが存在します。

その中には、家族が定期的に様
子を見に来て管理しているものもあ
り、一概に「空き家」といっても、
それぞれの事情は異なります。

一方で空き家を有効活用してい
る事例もあり、今後このような取り
組みがさらに広がることが期待され
ます。

管理不全空き家の予防啓発
条例を改正し、
管理不全空き家にならないよう
予防啓発を強化

新しいうしくグルメを開発する
　　７１７万円

 議員のここチェック

問 うしくグルメを開発する理由
は。

答 食というのは、観光資源の１
つである。食事を目的とした
観光客の増加、またお土産品
であればふるさと納税の活用
にも期待できると考えている。

私もひとこと

新商品の開発への取り組み推進
は良い取り組み。ゼロからのスター
トはハードルが高く、真っ白なキャ
ンバスに絵を描くようなもの。例え
ば「農産物で廃棄になってしまう素
材を活用」など、テーマを設定す
る等、もう一工夫欲しい。また、参
加店舗は開発コンサルを利用でき
る等、補助金の自由度も良いもの
を創っていく上では重要だと考えま
す。
　

新しい牛久のグルメを開発
アイデアを出しあい
牛久を代表するグルメを開発

認知症初期集中支援事業を
実施する　　　　９２６万円

 議員のここチェック

問 事業費が増額になった理由は。
答 認知症初期集中支援チームで

は、認知症が疑われる方に対
し、医療や介護サービスに繋
がるよう初期の支援を行って
いるが、基準が曖昧でチーム
に繋がらないことがあった。
増員を行いチームに繋がる体
制を構築する。

私もひとこと 　

認知症初期集中支援チーム

認知症や認知症が疑われる症状
が出ていても、本人の拒否により
医療機関の未受診、介護サービス
の未利用の方も多くいます。必要
な支援に繋がるよう、介護や医療
の専門職にて自宅訪問を行い、対
象者の状況把握をし、短期集中的
に関わることで受診やサービス利用
に繋がるよう支援しています。

チームで認知症の早期対応
認知症初期集中支援事業の
人員体制を強化

シン・いばらき
メシ２０２４
牛久市スイーツ
部門代表
旬彩や

宮
みやもととしのり

本敏徳さん
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　第４次総合計画の目指すまちづくりに向けて！

英語指導助手派遣委託　
　６６５２万円

 議員のここチェック

問 県内最高水準の根拠は。
答 採用条件として、正しい発音が

できる英語を母国語とし、かつ
英語指導助手を２年以上経験し
ていることとしている。

私もひとこと

牛久第二小学校
田
たなか

中久
く み こ

弥子校長

３・４年生は週に１回、５・６年生
は週２回の英語の時間に ALT（英
語指導助手）が入り、英語に親しむ
授業が行われています。自分たち
の話した英語に ALT の先生が答え
てくれることがやる気につながり達
成感が生まれています。今年から
は ALT としての経験が２年以上の
ALT と、オンラインも利用した多様
な英語教育が展開される予定です。

英語教育をアップデート
県内最高水準の英語指導助手を
配置しコミュニケーション能力を
育成

WEB口座振替受付サービス
　９７６万円

 議員のここチェック

問 サービスの具体的な内容は。
答 紙媒体で金融機関の窓口に提

出が必要だった税金の口座振
替を市のホームページからオ
ンラインでできるようにした。
対象は市内に支店がある８つ
の金融機関で、申し込みでき
る税目は 14 科目。保育料や児
童クラブ負担金も対象で、子
育て支援にも繋がっている。

私もひとこと
　

当時は児童クラブ入級にあたり、
市のホームページからも申請書がダ
ウンロードできず、市役所と銀行を
何度も行き来した思い出があります。

手続きするだけで仕事を休んだり、
時間を作らないといけない事を考
えると、私のような共働き世帯の現
役世帯だけではなく移動が困難な
高齢者世帯にもとても助かりますね。

行政サービスのデジタル化
WEB口座振替受付サービスを
開始し利便性の向上を

コミュニティー活動助成金　
　２８６３万円

 議員のここチェック

問 補助金の見直しの内容は。
答 今までは集会所の開館日数を

要件としていたが、実際の活
動数に応じて助成する。たま
り場の定義や補助金を充当で
きる支出項目を明記した。例
えば、飲食に係る費用につい
て、集会所で人が集まったと
きのお茶やお菓子は茶菓費、
弁当や出前は対象外となる。

　  （令和７年３月定例会時点で案とし
て説明。）

私もひとこと

中央行政区前区長
酒
さかい

井健
たけ お

生さん

８年間集会場がなく不便だったが、
新集会場が令和６年１１月に完成し
た。たまり場補助金は、新制度で
年間３分の２以上の開館ではなく、
年間５０回の活動から受けられるが、
中央行政区は全２７世帯と小さく５０
回でも難し
さを感じる。
今後の様子
を見て申請
を考えてい
きたい。

使いやすいたまり場補助金
たまり場補助金の制度を見直し
更なる活用を

ALT による授業の様子　子どもたちは
英語や外国の文化などを学びます

市内にお住いの

坂
さかした

下直
なお や

也さん

令和7年度

予算



市政を質す！
会派代表質問・一般質問

　令和７年第 1 回定例会において、議長を除く 21 人の議員が質問を行いました。
会派代表質問は、会派の代表が市長に対して令和 7 年度の当初予算について、一般
質問は、市長などの執行部に対して、市の政策や方針について質問を行いました。
　動画は牛久市議会 YouTube チャンネルでご覧いただけます。
　各議員のページに掲載している二次元コードからご覧ください。

知っ得 �　�  
 
通 告 制 と は

　会派代表質問・一般質問は、「質問通告書」を議長あてに
あらかじめ提出させることとしています。通告制を採用する
理由は、質問の内容が分からないと執行部の方で十分な準備
ができず、議員にとっても満足のいく答弁が得られないとい
う問題が生じ、能率的な議会運営ができなくなるからです。
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会
派
代
表
質
問

市民クラブ
杉森 弘之 議員

便利な公共交通に

答弁）事業の見直しや新技術の導入も

東
部
地
域
の
懸
案
事
項

質
問
　

東
京
都
心
の
よ
う
な
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共

交
通
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
難
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が
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運
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れ
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便
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に
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の
で
は
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い
か
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「
う
し
タ
ク
」
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そ
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に
は
、
ま
ず
市
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の
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を
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す
る
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め
に
、デ
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「
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を
月
曜
か
ら
日
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で
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な
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３
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障
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者

等
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引
を
２
０
０
円
程
度
な
ど
、

も
っ
と
気
軽
に
便
利
に
利
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で
き
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よ
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に
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こ
と
。
そ
し
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、

１
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当

た
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運
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経
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の
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下

に
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よ
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シ
ス
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、

「
う
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に
す
る
こ
と
が
必
要
で
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な
い

か
。

基
幹
路
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バ
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を
自
動
運
転
に

　

も
う
一
つ
、
民
間
路
線
バ
ス
と

か
っ
ぱ
号
に
つ
い
て
は
、
通
勤
ラ

イ
ナ
ー
を
始
め
と
す
る
基
幹
路
線

は
自
動
運
転
バ
ス
に
切
り
替
え
る

こ
と
を
め
ざ
し
、
特
区
構
想
も
含

め
、
国
の
地
方
創
生
の
た
め
の
施

策
等
を
十
分
に
活
用
し
て
整
備
す

る
こ
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も
で
き
る
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市
街
化
調
整
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は
別
系
統
で

　
さ
ら
に
市
街
化
調
整
区
域
に
つ

い
て
は
、
別
の
形
で
デ
マ
ン
ド
型

交
通
を
整
備
し
て
、
市
全
体
の
公

共
交
通
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
を

検
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ら
ど
う
か
。　
　

答
弁
　
（
市
長
）
か
っ
ぱ
号
も
「
う

し
タ
ク
」
も
利
用
実
績
が
回
復
し

て
き
た
。
現
行
の
地
域
公
共
交
通

計
画
が
来
年
度
に
最
終
年
度
と
な

る
た
め
、
計
画
の
改
定
作
業
に
す

で
に
着
手
し
て
お
り
、
ご
提
案
に

あ
っ
た
事
業
の
見
直
し
や
新
技
術

の
導
入
を
含
め
、
公
共
交
通
の
再

編
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

基幹交通として期待される「うしタク」
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石原 幸雄 議員

公明党
伊藤 知子 議員

市営青果市場を旧奥野小跡地に

日頃からの市道点検、７年度は

答弁）利活用策の一つとして検討する

答弁）7年度に「ＬＩＮＥ」通報システムの導入を予定

旧
奥
野
小
校
舎
跡
地
の

利
活
用
策

質
問
　

本
件
に
つ
い
て
は
地
域
住

民
か
ら
当
該
校
舎
の
直
近
を
通
過

予
定
の
竜
ケ
崎
阿
見
線
バ
イ
パ
ス

を
見
据
え
て
、
農
産
物
等
の
直
売

所
の
設
置
を
求
め
る
声
が
多
い
。

一
方
、
本
市
直
営
の
牛
久
青
果
市

場
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
執
行

部
と
の
や
り
取
り
の
中
で
現
在
地

か
ら
の
移
転
を
含
め
て
今
後
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
く
と
の
回
答

が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
当
該

市
場
を
旧
奥
野
小
校
舎
跡
地
に
移

転
さ
せ
、
併
せ
て
農
産
物
直
売
所

等
と
し
て
機
能
さ
せ
て
は
如
何
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
利
活
用
策
の
一
つ

と
し
て
検
討
す
る
。

牛
久
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー

ム
の
今
後
の
あ
り
方

質
問
　

牛
久
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム

（
株
）
は
長
ら
く
赤
字
経
営
が
続
い

て
お
り
そ
の
先
行
き
を
憂
慮
す
る

市
民
の
声
が
多
い
。
一
方
、
同
社

の
今
後
の
あ
り
方
に
係
わ
る
令
和

４
年
９
月
定
例
会
で
の
執
行
部
答

弁
で
は
３
年
後
を
目
途
に
民
間
事

業
者
等
へ
の
委
託
を
含
め
て
あ
り

方
を
判
断
し
た
い
と
の
回
答
が
示

さ
れ
た
。
そ
こ
で
こ
の
答
弁
を
踏

ま
え
同
社
の
今
後
の
あ
り
方
を
ど

の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
令
和
８
年
３
月
末

を
目
途
に
同
社
の
今
後
の
あ
り
方

を
判
断
し
て
い
く
が
、
他
へ
の
経

営
委
託
は
考
え
て
い
な
い
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
補
修

質
問
　

牛
久
運
動
公
園
の
７
面
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
劣
化
が
著
し
い

が
、
利
用
者
の
多
く
が
高
齢
者
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
足
腰
に
優
し

い
ソ
フ
ト
コ
ー
ト
の
復
活
に
向
け

て
計
画
的
に
補
修
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
計
画
的
に
対
応
し

て
い
く
。

質
問
　

八
潮
市
で
の
ケ
ー
ス
を
踏

ま
え
、
道
路
点
検
の
考
え
、
新
技

術
の
活
用
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
７
年
度
に
「
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
」
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
予
定
。
市
民
か
ら
の
道
路

破
損
等
の
写
真
や
位
置
情
報
の
通

報
に
よ
り
迅
速
な
対
応
が
可
能
。

新
技
術
の
点
検
は
、
地
中
レ
ー
ダ
ー

を
搭
載
し
た
空
洞
探
査
車
で
陥
没

事
故
の
可
能
性
の
有
無
を
確
認
。

そ
の
他
、
東
北
大
と
共
同
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
用
い
た
日
常
点
検
支

援
シ
ス
テ
ム
を
試
験
導
入
。
パ
ト

ロ
ー
ル
時
の
通
行
経
路
で
の
Ａ
Ｉ

が
検
知
し

た
損
傷
等

を
地
図
上

に
反
映
さ

せ
修
繕
箇

所
の
選
定

な
ど
活
用

が
期
待
で

き
る
。

住
み
よ
い
市
営
住
宅
へ

質
問
　

市
営
住
宅
入
居
の
改
善
に

関
し
て
伺
う
。

答
弁
　
（
市
長
）
特
に
単
身
高
齢
者

の
方
で
連
帯
保
証
人
の
確
保
が
難

し
く
、
２
名
必
要
と
し
て
い
た
保

証
人
を
１
名
に
緩
和
、
さ
ら
に
は

市
が
民
間
の
保
証
法
人
と
協
定
を

締
結
。
入
居
希
望
者
が
保
証
法
人

と
家
賃
債
務
契
約
を
す
る
こ
と
で

入
居
が
で
き
る
。
ま
た
、
古
い
市

営
住
宅
で
は
浴
槽
と
風
呂
釜
を
自

己
負
担
で
用
意
す
る
必
要
が
あ
っ

た
が
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
へ
改
修
す
る
工
事

を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
設

置
費
用
が
不
要
と
な
る
。

牛
久
シ
ャ
ト
ー
の
整
備

質
問
　

牛
久
シ
ャ
ト
ー
へ
の
駅
前

の
案
内
表
示
の
整
備
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
牛
久
駅
か
ら
牛
久

シ
ャ
ト
ー
へ
誘
導
す
る
た
め
に
、

一
体
感
あ
る
レ
ン
ガ
調
の
舗
装
や

ア
ー
チ
を
下
か
ら
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

し
視
認
で
き
る
駅
東
歩
道
橋
の
改

修
工
事
と
合
わ
せ
、
経
路
上
の
数

か
所
に
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
と
距
離

を
明
記
し
た
路
面
案
内
表
示
を
７

年
度
に
設
置
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

〇�

７
年
度
予
算
編
成
・
帯
状
疱
疹

予
防
接
種
・
未
就
学
児
医
療
費

無
償
化
・
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
新
設
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会
派
代
表
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

スマートフォンで撮影し損傷状態
を点検できるシステムが実証開始

牛久運動公園テニスコート
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会
派
代
表
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

質
問
　

市
民
が
ま
ち
へ
の
誇
り
を

い
だ
き
、
ま
ち
を
良
く
し
よ
う
と

い
う
思
い
を
育
む
取
り
組
み
が
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
で
、
日
本
遺
産

の
認
定
を
受
け
た
牛
久
市
に
は
、

文
化
資
源
を
み
が
き
あ
げ
る
新
し

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行
し
、
価
値

を
つ
く
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
牛
久
市
が
認
定
を
受
け
て
い
る

そ
れ
は
、「
国
産
ブ
ド
ウ
で
醸
造
す

る
和
文
化
の
結
晶
」
と
い
う
物
語

で
、
百
年
前
に
牛
久
の
自
然
や
風

土
を
い
か
し
、
世
界
か
ら

称
賛
を
受
け
た
「
牛
久
葡

萄
酒
」
を
つ
く
り
あ
げ
た

人
々
の
知
恵
や
努
力
を
未

来
に
発
展
さ
せ
る
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
市
制
40
周
年
を
起
点
に
、

牛
久
の
あ
ら
ゆ
る
文
化
資

源
が
日
本
遺
産
で
あ
る
と

い
う
視
点
か
ら
、
過
去
と

未
来
を
結
び
つ
け
た
多
様

な
体
験
や
学
び
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
次
々
に
つ
く
り
だ

す
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

百
年
都
市
構
想
」
を
展
開

し
、市
庁
舎
、近
隣
公
園
、牛
久
シ
ャ

ト
ー
を
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
文

化
起
業
家
が
人
と
地
球
に
や
さ
し

い
ア
ー
ト
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
造

す
る
新
し
い
集
い
の
場
（
市
役
所
）

に
整
備
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
。

答
弁
　
（
市
長
）
日
本
遺
産
の
評
価

を
受
け
る
の
は
２
年
後
で
、
調
査

項
目
、
評
価
方
法
に
つ
い
て
情
報

を
収
集
し
、
課
題
を
整
理
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
引
き
続
き
牛
久
シ
ャ

ト
ー
の
再
建
に
取
り
組
み
た
い
。

質
問
　

物
価
高
騰
対
策
を
教
育
・

子
育
て
政
策
に
つ
な
げ
る
考
え
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
（
市
長
）
給
食
費
の
食
材
価

格
高
騰
に
対
す
る
支
援
、
中
学
校

の
給
食
費
無
償
化
を
実
施
、
未
就

学
児
の
医
療
費
無
償
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
も
教
育
・
子
育

て
政
策
に
関
す
る
物
価
高
騰
対
策

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

質
問
　

所
得
に
関
わ
ら
な
い
幅
広

い
市
民
の
支
援
に
つ
い
て
見
解
を

伺
う
。

答
弁
　

令
和
５
年
度
後
期
分
か
ら
、

ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー
ポ
ン
券
プ
レ
ミ

ア
ム
分
を
物
価
高
騰
対
策
を
含
め

10
％
か
ら
20
％
へ
引
き
上
げ
て
い

る
。令

和
７
年
度
予
算
案

質
問
　

歳
出
削
減
の
具
体
例
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
移
住
支
援
補
助
金

や
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
補
助
金
の
廃
止
、

た
ま
り
場
補
助
金
の
見
直
し
等
を

実
施
し
た
。

質
問
　

歳
入
増
と
な
っ
た
が
要
因

は
。答

弁
　

定
額
減
税
の
終
了
、
個
人

所
得
の
増
加
、
企
業
の
設
備
投
資

に
よ
る
市
税
の
増
加
、
地
方
交
付

税
、
贈
与
税
及
び
各
種
交
付
金
の

増
額
等
に
よ
る
。

レ
ジ
袋
兼
用
ご
み
袋
の

販
売
を

質
問
　

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
で
、
買
い
物
用
レ
ジ
袋
と
し
て

も
使
え
る
ゴ
ミ
袋
を
販
売
す
る
事

例
が
あ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

削
減
や
経
費
節
減
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
本
市
で
も
販
売
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
柏
市
や
三
重
県
伊

勢
市
、
福
岡
市
で
販
売
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
が
、

実
施
期
間
が
１
年
に
満
た
な
い
た

め
、
今
後
の
経
過
を
見
守
る
。
廃

棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
で
の
ご

意
見
を
踏
ま
え
、
ご
み
袋
の
形
状

や
販
売
方
法
、
ご
み
減
量
化
対
策

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。柏市の「レジごみ袋」

うしく未来プロジェクト
塚原 正彦 議員

牛久の百年を構想するシビックプライドを

答弁）日本遺産評価委員会の動向を探り対応する

日本維新の会
伊藤 裕一 議員

物価高騰対策と教育・子育て政策

答弁）子育て世帯に配慮した取り組みを進めている
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

小松崎 伸 議員

鈴木 勝利 議員

令和７年度牛久市予算は

投票支援ツールの活用を

答弁）新たな事業を数多く盛り込んだ予算

答弁）次回選挙に導入できるよう準備をしていく

質
問
　

予
算
編
成
の
基
本
的
考
え

方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
長
）
無
駄
を

徹
底
し
て
排
除
し
、
新
た
な
事
業

を
数
多
く
盛
り
込
み
、
牛
久
市
の

魅
力
度
を
高
め
、
人
口
流
入
の
促

進
に
つ
な
が
る
特
徴
あ
る
予
算
で

あ
る
。

質
問
　

第
４
次
総
合
計
画
第
２
期

基
本
計
画
で
掲
げ
る
「
７
つ
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
（
市
長
）
ま
ず
、「
牛
久
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
戦
略
策
定
及
び
「
ラ
ブ
ラ
イ

ブ
！
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
‼
」
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
を
展
開

す
る
。「
子
育
て
全
力
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
未
就
学
児
医
療

費
無
償
化
を
令
和
７
年
４
月
受
診

分
か
ら
開
始
す
る
。「
ワ
イ
ン
と
食

の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
牛
久
シ
ャ
ト
ー
の
再
生
を
核

と
し
た
取
り
組
み
。
有
識
者
会
議

に
お
い
て
策
定
さ
れ
る
事
業
再
生

計
画
を
踏
ま
え
、
市
民
が
誇
れ
る

文
化
と
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
。

「
市
民
の
足
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
地
域
連
携
公
共
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。

地
域
へ
の
説
明
会
の
開
催
や
公
式

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
、
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

「
ス
マ
ー
ト
窓
口
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
市
役
所
窓
口
の
待
ち
時
間
ゼ

ロ
を
目
指
す
取
り
組
み
。

「
国
際
交
流
活
発
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
国
際
姉
妹
都
市
、
友
好

都
市
の
交
流
に
よ
り
、
身
近
な
国

際
化
を
実
現
す
る
。

「
牛
久
に
住
も
う
働
こ
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
、
移
住
定
住
の
促
進
や

企
業
誘
致
の
取
り
組
み
。

質
問
　

基
金
残
高
の
確
保
と
市
債

残
高
の
管
理
を
伺
う
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
長
）
今
後
、

財
政
調
整
基
金
を
含
め
た
基
金
の

着
実
な
残
高
確
保
と
市
債
残
高
の

抑
制
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
　
「
投
票
支
援
カ
ー
ド
」や「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
―
ド
」
を

導
入
し
て
は
。

答
弁
　
（
総
務
部
長
）
よ
く
あ
る
質

問
や
依
頼
等
を
イ
ラ
ス
ト
で
記
載

し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
」、
必
要
と
す
る
支
援
や
配
慮
し

て
ほ
し
い
事
柄
を
記
入
し
た
「
投

票
支
援
カ
ー
ド
」
は
、
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
考
え
、
次
回
選
挙
に

導
入
で
き
る
よ
う
準
備
を
し
て
い

く
。質

問
　

目
の
不
自
由
な
方
が
代
理

記
入
で
な
く
、
自
ら
記
入
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
「
投
票
用
紙
記
入

補
助
具
」
の
導
入
は
。

答
弁
　

検
討
し
て
い
く
。

今
後
の
公
共
交
通
の
在

り
方

質
問
　
「
地
域
連
携
公
共
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
」
に
お
け
る
課
題
は
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
次
長
）
デ
ジ

タ
ル
へ
移
行
す
る
こ
と
の
難
し
さ

を
感
じ
た
。

質
問
　
「
か
っ
ぱ
号
」
路
線
の
設
置

改
廃
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
弁
　

利
用
率
の
実
績
、
利
用
ニ
ー

ズ
の
実
態
を
検
証
し
、
検
討
を
進

め
て
い
く
。

質
問
　

本
市
の
今
後
の
公
共
交
通

の
在
り
方
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
新
技
術
の
導
入
な

ど
は
大
変
有
効
な
も
の
と
考
え
て

い
る
。
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
適
確
に

捉
え
、
本
市
の
特
性
に
よ
り
整
合

す
る
公
共
交
通
を
目
指
し
て
検
討

し
て
い
く
。

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
の
推
進
を

質
問
　

災
害
時
の
大
切
な
避
難
所

と
な
り
、
普
段
は
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
大
事
な
生
活
の
場
と
な
っ

て
い
る
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
を
推
進
し
て
い
く
べ
き
で

は
。答

弁
　
（
教
育
部
長
）
設
置
は
相
当

な
費
用
が
か
か
る
う
え
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
も
課
題
と
な
る
の
で
、

慎
重
か
つ
計
画
的
に
進
め
る
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

龍ケ崎市で使用している
コミュニケーションボード



令和 7 年 4 月 30 日　　牛久市議会だより　　第 122 号（ 10 ）

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

池辺 己実夫 議員 アニメとタイアップしたプロモーション戦略は

答弁）交流人口の増加に伴う地域経済の活性化を図る

質
問
　

市
独
自
に
作
成
し
た
限
定

デ
ザ
イ
ン
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布

や
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
！
デ
ザ
イ
ン
の
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
販
売
さ
れ

る
な
ど
、
ア
ニ
メ
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
牛
久
市
が
ア
ニ
メ
の
舞
台
と

な
っ
た
き
っ
か
け
は
。

答
弁
　
（
市
長
公
室
長
）
昨
年
10
月

27
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｅ
テ
レ
で
放
送

の
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
「
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
！

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
‼ 

」
に
お
い
て
、

作
品
に
登
場
す
る
鬼
塚
夏
美
さ
ん

冬
毬
さ
ん
姉
妹
が
牛
久
市
民
と
い

う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
同
時

に
牛
久
駅
や
牛
久
シ
ャ
ト
ー
、
牛

久
大
仏
が
舞
台
と
な
っ
た
。
放
送

翌
日
に
は
牛
久
シ
ャ
ト
ー
や
牛
久

大
仏
に
多
く
の
フ
ァ
ン
が
お
越
し

に
な
っ
て
い
る
と
の
連
絡
を
受
け
、

そ
の
反
響
の
大
き
さ
か
ら
、
営
業

戦
略
課
に
お
い
て
株
式
会
社
バ
ン

ダ
イ
ナ
ム
コ
フ
ィ
ル
ム
ワ
ー
ク
ス

と
連
絡
を
取
り
、
タ
イ
ア
ッ
プ
に

つ
い
て
協
議
を
開
始
し
た
。

地
域
活
性
化
に

結
び
つ
け
る
手
法
と

今
後
の
取
り
組
み

質
問
　

今
後
、
ア
ニ
メ
を
活
か
し

た
地
域
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
で
行
っ
て
進
め
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
現
在
、
市
観
光
協

会
と
と
も
に
、
市
内
の
複
数
の
事

業
者
と
ア
ニ
メ
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ

る
商
品
開
発
を
進
め
て
い
る
。
市

で
は
、
作
品
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
事

業
を
拡
大
し
、
今
後
、
多
く
の
フ
ァ

ン
が
牛
久
市
に
行
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
施
策
を
展
開
し

て
い
く
。
そ
の
際
、
多
く
の
方
々

に
コ
ラ
ボ
商
品
を
手
に
取
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
新

た
に
コ
ラ
ボ
展
開
を
行
う
事
業

者
の
増
加
に
も
繋
が
る
。
市
全

体
が
賑
わ
う
取
り
組
み
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

柳井 哲也 議員 救急車を利用する際の留意点は

答弁）軽症での利用には選定療養費の徴収がある

質
問
　

高
齢
者
と
な
り
車
の
免
許

を
返
納
す
る
と
救
急
車
の
存
在
ほ

ど
心
強
い
も
の
は
な
い
。
昨
年
末

茨
城
県
よ
り
新
し
い
利
用
ル
ー
ル

が
発
表
さ
れ
、
不
安
を
感
じ
て
い

る
声
が
あ
る
が
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
県
で

は
重
篤
な
救
急
患
者
の
受
入
な
ど
、

救
急
医
療
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、

救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
方
の
う
ち
、

救
急
要
請
時
の
緊
急
性
が
認
め
ら

れ
な
い
場
合
に
、
一
部
の
大
病
院

に
お
い
て
選
定
療
養
費
を
徴
収
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。
選
定
療
養

費
と
は
、
患
者
が
紹
介
状
な
し
で

大
病
院
を
受
診
し
た
場
合
に
か
か

る
費
用
の
こ
と
で
救
急
車
そ
の
も

の
の
有
料
化
で
は
な
い
。
緊
急
性

が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
の
具
体
例

は
、
軽
い
切
り
傷
や
擦
り
傷
の
み
、

37
・
４
度
以
下
の
微
熱
の
み
な
ど
で

あ
る
。

　

市
内
に
は
２
医
療
機
関
が
そ
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　

新
ル
ー
ル
採
用
に
よ
る
改

善
状
況
は
あ
る
の
か
。

答
弁
　

救
急
搬
送
件
数
の
う
ち
軽

症
等
の
数
は
、
令
和
６
年
12
月
の

一
ヶ
月
間
に
６
０
３
３
件
で
、
前

年
同
月
比
で
５・
１
％
減
少
し
て
お

り
、
救
急
車
の
適
正
利
用
や
救
急

医
療
の
逼
迫
緩
和
に
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
と
県
は
見
て
い
る
。

米
農
家
へ
の
支
援
策

質
問
　

米
農
家
へ
の
支
援
策
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か

答
弁
　
（
市
長
）
当
市
の
水
稲
農
業

者
に
対
す
る
支
援
は
、
飼
料
用
米

や
麦
等
の
作
付
け
を
推
進
す
る
国

の
政
策
と
併
せ
て
国
の
補
助
金
額

に
約
20
％
か
ら
75
％
を
上
乗
せ
す

る
形
で
市
独
自
の
補
助
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
市
内
の
認
定
農
業
者

を
対
象
に
１
回
に
つ
き
20
万
円
の

給
付
金
を
令
和
４
年
度
は
１
回
、

５
年
度
は
２
回
実
施
し
て
お
り
６

年
度
も
実
施
し
て
い
る
。
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

出澤 大 議員

磯山 和男 議員

直近３年間の転入・転出の状況は

ライドシェアは必要に応じて改善も行うか

答弁）全体では５１８人の転入超過である

答弁）必要に応じ改善し多く利用されるよう努める

質
問
　

本
市
の
２
０
２
５
年
の
人

口
推
計
は
８
４
７
０
３
人
と
な
っ

て
い
た
が
、
２
０
２
１
年
５
月
に

は
既
に
そ
の
人
口
を
下
回
っ
て
い

る
。
以
前
の
一
般
質
問
で
新
た
に

推
計
を
出
す
と
ご
答
弁
い
た
だ
い

た
が
、
現
状
を
う
か
が
う
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
次
長
）
今
年

度
策
定
を
進
め
て
い
る
。
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ

る
令
和
５
年
推
計
を
基
礎
推
計
と

し
た
条
件
の
見
直
し
を
行
っ
て
お

り
、
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
人
口
推

移
を
検
証
し
、
よ
り
現
実
に
即
し

た
内
容
と
し
て
推
計
し
て
い
る
。

現
在
の
素
案
で
は
２
０
４
０
年
で

８
２
０
０
０
人
、
２
０
６
０
年
で

８
１
０
０
０
人
と
し
て
い
る
。
人

口
が
増
え
て
い
る
自
治
体
は
こ
れ

か
ら
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
世
代

の
流
入
が
増
え
て
い
る

質
問
　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
等
を
活
用
し
た
子
育
て
に
特
化

し
た
住
宅
の
整
備
な
ど
、
子
育
て

世
代
へ
の
支
援
を
拡
充
す
る
お
考

え
が
あ
る
の
か
を
う
か
が
う
。

答
弁
　
（
建
設
部
長
）
県
内
で
地
域

優
良
賃
貸
住
宅
を
整
備
し
、
移
住
・

定
住
促
進
を
図
っ
て
い
る
自
治
体

は
あ
る
が
、
本
市
の
住
宅
施
策
と

し
て
市
営
住
宅
な
ど
の
再
整
備
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
理
由
か
ら
現
時
点
で
は
地
域
優

良
賃
貸
住
宅
の
具
体
的
な
整
備
計

画
は
な
い
が
、
今
後
、
移
住
・
定
住
、

子
育
て
支
援
を
進
め
る
中
で
ど
の

よ
う
な
支
援
が
有
効
か
、
ど
の
よ

う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
、
近
隣
市

町
村
の
動
向
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

本
市
に
適
し
た
支
援
策
を
検
討
す

る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

〇�

全
国
的
に
見
て
も
少
な
い
、
牛

久
市
の
職
員
数
に
つ
い
て

質
問
　

市
街
化
調
整
区
域
を
対
象

に
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
運
行
が
令
和

７
年
１
月
よ
り
開
始
さ
れ
た
が
、

今
後
、
利
用
者
や
対
象
地
域
の
方
々

の
意
見
等
も
反
映
し
、
必
要
で
あ

れ
ば
改
善
も
行
う
か
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
次
長
）
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

登
録
者
、
利
用
者
を
増
や
し
乗
合

率
を
高
め
る
運
行
を
行
う
た
め
、

サ
ー
ビ
ス
の
普
及
啓
発
、
利
用
促

進
が
必
要
と
考
え
る
。
今
後
、
利

用
デ
ー
タ
を
蓄
積
、
検
証
す
る
と

共
に
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
利
用
し

た
方
、
し
て
い
な
い
方
双
方
の
意

見
も
踏
ま
え
必
要
に
応
じ
改
善
も

行
っ
て
い
く
。

災
害
時
へ
の
備
え

質
問
　

災
害
時
の
避
難
に
支
援
を

要
す
る
方
の
情
報
と
し
て
「
要
援

護
者
台
帳
」
と
「
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
」
が
各
行
政
区
に
配
布

さ
れ
て
い
る
が
、
情
報
開
示
に
は

記
載
さ
れ
る
本
人
等
の
同
意
を
必

要
と
す
る
が
、
そ
の
同
意
の
割
合
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
要
援
護
者
台
帳
は

令
和
７
年
２
月
１
日
現
在
す
べ
て

の
同
意
を
、
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
は
令
和
６
年
７
月
１
日
現
在

で
１
，
４
５
４
名
の
対
象
者
の
う

ち
５
７
１
名
の
同
意
を
得
て
い
る

が
、
更
に
割
合
が
高
ま
る
よ
う
対

応
す
る
。

質
問
　

こ
れ
ら
台
帳
及
び
名
簿
の

情
報
提
供
の
時
機
は
。

答
弁
　
（
市
民
部
次
長
）
要
援
護
者

台
帳
は
月
に
１
回
。
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
は
年
１
回
更
新
し
４

月
末
を
目
途
に
配
布
す
る
が
、
更

新
の
頻
度
を
よ
り
迅
速
に
行
え
る

よ
う
考
え
る
。

質
問
　

非
常
用
浄
水
器
の
備
え
の

推
進
の
考
え
は
。

答
弁
　

災
害
時
の
飲
料
水
確
保
に

有
用
な
も
の
と
考
え
る
。
今
後
、

自
主
防
災
組
織
を
結
成
す
る
行
政

区
に
は
案
内
を
し
て
い
く
。

災害時でも安全な水を

人口 前年比
79,203
80,003 800
80,962 959
81,676 714
83,409 1733
83,990 581
84,378 388
84,703 325
85,022 319
85,255 233
85,036 -219 
84,852 -184 
84,868 16
84,497 -371
84,293 -204 
84,085 -208 
83,820 -265 

令和１年１２月末
令和２年１２月末
令和３年１２月末
令和４年１２月末
令和５年１２月末
令和６年１２月末

平成２０年１２月末
平成２１年１２月末
平成２２年１２月末
平成２３年１２月末
平成２４年１２月末
平成２５年１２月末
平成２６年１２月末
平成２７年１２月末
平成２８年１２月末
平成２９年１２月末
平成３０年１２月末

牛久市人口推移(住民基本台帳人口)　　

本市の人口は平成29年12月末の85,255人
がピークであります。その後の6年間で
1435人の減少しているが、１年平均240人
ほど減少しています。

（本人作成）



令和 7 年 4 月 30 日　　牛久市議会だより　　第 122 号（ 12 ）

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

髙嶋 基樹 議員 ライドシェア事業の実際のねらい

答弁）公共交通を使い分け、全体のバランスを良くすること

質
問
　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
利
用
促
進

策
と
し
て
、
本
市
独
自
の
特
典
を

実
施
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
次
長
）
ま
ず

は
本
サ
ー
ビ
ス
認
知
の
た
め
、
普

及
啓
発
の
強
化
と
利
用
登
録
者
数

の
増
加
を
優
先
。
そ
の
後
は
利
用

促
進
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
向
け
て
、

デ
ー
タ
蓄
積
と
検
証
を
行
い
、
独

自
の
促
進
策
を
積
極
的
に
検
討
す

る
。質

問
　
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
よ
る
登

録
」
の
課
題
は
。

答
弁
　

本
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
は
Ｗ

Ｅ
Ｂ
に
よ
る
自
宅
登
録
が
必
要
。

こ
れ
ま
で
の
住
民
説
明
会
で
は
「
普

段
使
わ
な
い
か
ら
登
録
が
難
し
い
」

な
ど
の
声
が
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
へ

移
行
す
る
こ
と
へ
の
難
し
さ
を
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
。
し
か
し
、
説

明
会
で
は
職
員
に
よ
る
補
助
や
、

住
民
同
士
で
教
え
合
う
光
景
も
見

ら
れ
、
登
録
に
繋
が
っ
て
い
る
。

今
後
も
対
象
地
域
の
区
長
に
働
き

か
け
、
説
明
会
を
実
施
し
、
登
録

を
諦
め
て
し
ま
う
方
が
い
な
い
よ

う
、
環
境
づ
く
り
と
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
き
た
い
。

質
問
　

う
し
タ
ク
と
の
使
い
分
け

は
。答

弁
　
（
市
長
）
複
数
の
サ
ー
ビ
ス

を
使
い
分
け
て
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
で
、
う
し
タ
ク
の
配
車
に
余

力
が
生
ま
れ
、
う
し
タ
ク
の
予
約

も
取
り
易
く
な
る
こ
と
で
、
公
共

交
通
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な

り
、
市
民
の
足
の
確
保
に
繋
が
る

こ
と
を
期
待
し
、
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
。

質
問
　

免
許
証
返
納
を
で
き
る
支

援
環
境
に
あ
る
か
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
次
長
）
す
べ

て
の
方
が
、
車
が
無
く
て
も
公
共

交
通
に
頼
れ
る
、
そ
の
よ
う
な
基

盤
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

〇�

う
し
タ
ク
の
予
測
値

山本 伸子 議員 市所有バス利用にあたっての見直し

答弁）１団体は年２回までの利用と基準を決め運用

質
問
　

市
が
所
有
し
て
い
る
バ
ス

の
使
用
状
況
と
維
持
管
理
費
用
の

状
況
は
。

答
弁
　
（
総
務
部
次
長
）
大
型
バ
ス

２
台
、
中
型
バ
ス
５
台
、
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
１
台
の
合
計
８
台
を
保
有
。

大
型
バ
ス
は
学
校
活
動
、
団
体
の

研
修
活
動
な
ど
に
、
中
型
バ
ス
は

お
く
の
義
務
教
育
学
校
の
児
童
生

徒
送
迎
や
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
巡

回
バ
ス
と
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

は
東
部
地
域
の
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
巡
回
バ
ス
に
使
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
維
持
管
理
費
は
約

１
１
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
燃
料
費
は
約
５
０
０
万

円
で
あ
る
。

質
問
　

バ
ス
の
稼
働
状
況
は
ど
う

か
、
ま
た
バ
ス
利
用
の
見
直
し
に

至
っ
た
経
緯
は
。

答
弁
　

様
々
な
団
体
の
活
動
に
年

間
延
べ
２
７
２
日
運
行
し
て
い
る
。

安
全
な
運
行
の
た
め
車
両
点
検
整

備
と
運
転
手
の
休
日
確
保
を
行
い

運
行
し
て
い
る
が
、
バ
ス
が
な
い

と
い
う
事
態
も
あ
る
。

　

そ
の
た
め
見
直
し
を
行
い
、
１

団
体
の
利
用
は
１
年
度
あ
た
り
２

回
ま
で
、
１

回
あ
た
り
の

バ
ス
利
用
台

数
は
２
台
ま

で
と
明
確
な

基
準
を
設
け

平
等
性
を
担

保
し
た
。
ま

た
利
用
に
あ

た
り
燃
料
代

を
負
担
い
た

だ
く
こ
と
と

し
た
。

前
向
き
な
電
子
図
書
館

導
入
を

質
問
　

電
子
図
書
館
は
交
通
弱
者

や
不
登
校
な
ど
様
々
な
人
た
ち
が

バ
リ
ア
を
超
え
て
利
用
で
き
る
可

能
性
を
持
っ
て
い
る
。
調
査
検
討

が
行
わ
れ
た
が
実
施
に
至
っ
て
い

な
い
理
由
は
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
電
子

図
書
館
は
紙
の
書
籍
の
２
倍
強
の

費
用
が
か
か
る
こ
と
や
、
閲
覧
す

る
権
利
が
限
ら
れ
恒
久
的
な
市
の

財
産
に
な
ら
な
い
な
ど
課
題
も
あ

り
、
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

4 市合同でスタートしたライド
シェア

53 人乗りの牛久市の大型バス
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

加藤 政之 議員

水梨 伸晃 議員

下水道管の老朽化対策

ひたち野うしく小プールに水泳教室を

答弁）ストックマネジメント計画に沿って対策している

答弁）積極的な施策を考える必要があると捉えている

質
問
　

下
水
道
事
業
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁
　
（
建
設
部
次
長
）
汚
水
管
路

の
供
用
開
始
後
40
年
以
上
経
過
し

た
、
約
１
１
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

約
半
分
に
あ
た
る
53
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
カ
メ
ラ
調
査
が
完
了
。
ま
た
、

計
画
的
な
改
築
や
補
強
が
必
要
と

診
断
さ
れ
た
管
路
が
約
４
８
０

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
そ
の
う
ち
約

１
６
０
メ
ー
ト
ル
は
既
に
対
策
済
。

残
り
の
約
３
２
０
メ
ー
ト
は
令
和

７
年
度
以
降
に
改
築
工
事
を
予
定

し
て
い
る
。

空
家
対
策

質
問
　

管
理
不
全
空
家
ま
た
特
定

空
家
の
認
定
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
（
市
長
）
国
の
基
本
指
針
に

照
ら
し
合
わ
せ
、
同
基
準
に
該
当

す
る
空
家
等
に
つ
い
て
、
庁
内
関

係
部
署
の
課
長
級
で
構
成
さ
れ
た

「
牛
久
市
特
定
空
家
等
判
定
委
員

会
」
で
審
議
し
、
専
門
委
員
で
構

成
さ
れ
た
「
牛
久
市
空
家
等
対
策

協
議
会
」
の
助
言
を
得
た
う
え
で

認
定
し
て
い
る
。

質
問
　

空
家
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
の

対
応
策
と
し
て
、
特
定
空
家
等
又

は
管
理
不
全
空
家
等
に
対
し
て
、
固

定
資
産
税
住
宅
特
例
措
置
が
解
除

に
い
た
っ
た
実
例
は
あ
る
か
。

答
弁
　
（
建
設
部
次
長
）
固
定
資
産

税
に
係
る
住
宅
用
地
特
例
措
置
を

解
除
す
る
要
件
は
、
管
理
不
全
空

家
等
や
特
定
空
家
等
に
認
定
さ
れ

た
上
で
、
勧
告
が
実
施
さ
れ
た
場

合
と
な
っ
て
お
り
、
現
段
階
で
の

勧
告
の
実
施
措
置
は
な
い
。

質
問
　

ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学
校

プ
ー
ル
は
市
内
唯
一
の
屋
内
型
温

水
プ
ー
ル
と
し
て
完
成
し
、
学
校

授
業
は
も
ち
ろ
ん
年
間
を
つ
う
じ

て
利
用
で
き
る
「
温
水
プ
ー
ル
」

と
い
う
利
点
を
生
か
し
、
一
般
の

方
に
も
開
放
し
多
く
の
皆
さ
ん
が

利
用
し
て
き
た
。
し
か
し
最
近
で

は
１
日
の
利
用
者
数
は
少
な
い
と

き
に
10
名
程
度
と
い
う
日
も
あ
る

の
で
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
の
場
と

し
て
充
実
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

答
弁
　
（
教
育

委
員
会
次
長
）

当
プ
ー
ル
の

重
要
性
が
高

い
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。

積
極
的
な
施

策
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
捉
え
、
検
討
を
始

め
て
い
る
。

二
十
歳
の
つ
ど
い
の
開

催
時
刻

質
問
　

は
た
ち
と
い
う
門
出
を
祝

う
大
事
な
行
事
で
あ
り
、
は
た
ち

の
皆
さ
ま
が
最
も
参
加
し
や
す
く
、

思
い
出
に
残
る
時
間
を
過
ご
せ
る

開
催
時
刻
を
熟
考
す
る
べ
き
だ
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
生
涯

学
習
課
が
お
手
伝
い
し
て
い
る
が
、

開
催
時
刻
は
実
行
委
員
会
メ
ン

バ
ー
が
決
め
て
い
る
。

学
校
運
営
協
議
会

質
問
　

全
国
か
ら
多
く
の
視
察
が

訪
れ
る
牛
久
市
の
学
校
運
営
協
議

会
に
、
横
の
繋
が
り
を
作
る
べ
き

だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
１
年

に
１
度
代
表
者
交
流
会
を
開
催
し

て
い
る
。

家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
に
補
助
金
制
度
を

質
問
　

刑
法
犯
認
知
件
数
は
３
年

連
続
で
増
加
傾
向
で
あ
る
。
官
民

協
働
し
、
市
内
全
体
の
防
犯
カ
メ

ラ
の
台
数
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り

犯
罪
を
抑
制
す
る
意
味
で
牛
久
市

で
も
個
人
宅
敷
地
内
の
家
庭
用
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
費
用
に
補
助
金
制

度
を
設
け
る
考
え
は
あ
る
の
か
伺

う
。答

弁
　
（
市
長
）
個
人
情
報
の
観
点

に
お
い
て
慎
重
な
検
討
が
必
要
。

ひたち野うしく小プール
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

黒木 のぶ子 議員 運転免許証返納者にタクシー無料券を

答弁）引き続き様々な移動手段の確保を検討する

質
問
　

長
寿
社
会
に
な
り
足
腰
が

弱
い
市
民
が
多
く
な
り
、
移
動
手

段
が
な
け
れ
ば
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
困
難
と
な
る
。
う
し
タ
ク
を

ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
に
し
、
手
を

あ
げ
れ
ば
ど
こ
で
も
乗
れ
る
取
り

組
み
は
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
次
長
）
う
し

タ
ク
の
利
用
を
断
る
事
例
が
増
加

し
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
様
々

な
観
点
か
ら
移
動
手
段
の
確
保
に

向
け
検
討
す
る
。

質
問
　

70
歳
以
上
で
自
家
用
車
が

な
い
世
帯
に
タ
ク
シ
ー
無
料
券
の

助
成
は
。

答
弁
　

タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
は
交

通
弱
者
へ
の
必
要
性
は
理
解
す
る

が
、
誰
も
が
移
動
手
段
を
選
択
で

き
る
環
境

を
整
え
公

共
交
通
全

体
の
調
整

に
努
め
る
。

児
童
虐
待
の
現
状

質
問
　

児
童
虐
待
が
10
年
間
で

３・
２
倍
で
あ
る
が
、
牛
久
市
の
児

童
虐
待
通
告
受
理
件
数
と
、
虐
待

の
内
容
は
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
長
）
令
和
３

年
か
ら
５
年
の
合
計
で
70
件
で
あ

る
が
虐
待
に
あ
た
る
と
確
認
し
た

件
数
は
59
件
。
虐
待
の
種
類
は
殴

る
蹴
る
等
の
身
体
的
、
言
葉
の
脅

し
等
の
心
理
的
や
乳
幼
児
を
家
に

残
し
外
出
す
る
ネ
グ
レ
ク
ト
等
で

あ
る
。

質
問
　

虐
待
防
止
の
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
は
。

答
弁
　

関
係
機
関
の
見
守
り
や
声

掛
け
で
相
談
に
つ
な
げ
、
支
援
を

拒
否
し
た
場
合
で
も
丁
寧
で
長
期

の
対
応
を
実
施
し
て
い
る
。
令
和

７
年
４
月
よ
り
こ
ど
も
の
未
来
応

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
児
童
福

祉
業
務
と
母
子
保
健
業
務
を
一
元

的
に
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
戦
略

質
問
　

納
税
の
増
収
を
図
る
戦
略

と
令
和
７
年
度
の
目
標
額
。

答
弁
　
（
市
長
公
室
次
長
）
サ
イ
ト

や
返
礼
品
数
を
拡
大
し
、
特
産
品

の
魅
力
を
視
覚
や
文
言
を
効
果
的

に
見
直
し
10
億
円
を
目
標
と
し
た

い
。

藤田 尚美 議員 就学援助制度の判定基準は

答弁）生活保護基準の１．１５倍までを認定基準としている

質
問
　

近
年
の
物
価
高
騰
は
多
く

の
住
民
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
就

学
援
助
の
収
入
の
基
準
は
引
き
上

げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
就
学
援
助
認
定
基
準

の
見
直
し
を
行
う
考
え
は
あ
る
か

伺
う
。

答
弁
　
（
市
長
）
物
価
高
騰
は
、
学

用
品
の
価
格
に
も
影
響
し
て
お
り

教
育
費
の
負
担
が
増
大
し
て
い
る

こ
と
を
受
け
、
就
学
援
助
認
定
基

準
１・
１
５
倍
を
引
き
上
げ
拡
充
し

て
い
く
。

質
問
　

周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
現
在

は
市
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
誰
で
も
閲

覧
で
き
る
。
ま
た
、
全
保
護
者
に

申
請
の
希
望
の
有
無
を
回
答
し
て

も
ら
い
確
認
し
て
い
る
。
学
校
等

で
も
申
請
を
勧
め
て
い
る
が
引
き

続
き
必
要
な
方
に
支
援
が
行
き
届

く
よ
う
周
知
し
て
い
く
。

終
活
支
援
の
取
り
組
み

質
問
　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
の
終
活
支
援
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
部
長
）
平
成

30
年
か
ら
「
わ
た
し
の
手
帳
」
を

作
成
し
配
布
し
て
い
る
。
こ
の
手

帳
は
認
知
症
に
な
っ
た
時
に
適
切

な
介
護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
自
分

の
事
に
つ
い
て
記
載
し
て
お
く
機

能
と
自
分
の
死
後
の
為
に
遺
言
書

の
有
無
、
葬
儀
や
埋
葬
他
に
つ
い

て
記
載
す
る
機
能
を
併
せ
持
つ
。

質
問
　

横
須
賀
市
と
同
様
あ
る
い

は
市
の
実
態
に
即
し
た
独
自
の
事

業
の
考
え
又
、「
わ
た
し
の
手
帳
」

の
保
管
場
所
の
一
工
夫
が
必
要
と

考
え
る
が
。

答
弁
　

市
と
し
て
高
齢
者
が
安
心

感
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
く
。「
わ
た
し
の
手
帳
」
を

救
急
ボ
ト
ル
に
丸
め
て
一
緒
に
保

管
す
る
ご
提
案
は
有
効
と
考
え
、

又
、
チ
ャ
ッ
ク
付
ポ
リ
袋
に
入
れ

る
な
ど
の
検
証
を
行
っ
て
い
く
。

わたしの手帳と救急ボトル
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

須藤 京子 議員

大森 和夫 議員

手話言語条例制定の必要性は？

原発事故受入協定は

答弁）障がい福祉計画の見直しの中で把握していく

答弁）大規模避難所を早期に引き渡しする

質
問
　

２
０
０
６
年
「
障
害
者
の

権
利
に
関
す
る
条
約
」
で
「
手
話

は
言
語
で
あ
る
」
と
定
義
さ
れ
、

そ
の
後
日
本
で
も
国
内
法
が
整
備

さ
れ
て
き
た
が
、
全
日
本
ろ
う
あ

連
盟
で
は
手
話
を
言
語
と
位
置
付

け
る
明
確
な
規
定
が
な
い
と
し
て

「
手
話
言
語
法
」
の
制
定
を
国
に
求

め
て
い
る
。
一
方
、
地
方
自
治
体

で
の
条
例
制
定
は
広
が
り
を
み
せ

て
い
る
。
牛
久
市
の
考
え
は
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
市
で

は
課
が
把
握
し
て
い
る
聴
覚
に
障

害
の
あ
る
方
１
６
２
名
の
う
ち
手

話
使
用
者
は
約
30
名
で
、
文
字
盤

や
筆
談
な
ど
手
話
以
外
の
手
段
を

用
い
て
い
る
方
が
多
い
状
況
。
今

後
、
障
が
い
福
祉
計
画
を
見
直
す

際
、
情
報
収
集
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
に
つ
い
て
の
現
状
や

課
題
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

質
問
　

福
祉
窓
口
の
手
話
通
訳
者

の
配
置
、
派
遣
状
況
は
。

答
弁
　

令
和
４
年
ま
で
は
５
名
の

職
員
で
月
曜
か
ら
金
曜
日
ま
で
常

時
１
名
配
置
し
て
い
た
が
、
現
在

は
３
名
で
週
３
日
。
手
話
通
訳
者

の
確
保
が
課
題
だ
。
派
遣
事
業
は

希
望
日
の
７
日
前
ま
で
と
な
っ
て

い
る
。

質
問
　

災
害
時
に
お
け
る
聴
覚
障

が
い
者
へ
の
情
報
提
供
の
在
り
方

等
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
で
き
て
い

る
か
。
聞
こ
え
な
い
こ
と
で
起
こ

る
危
険
を
ど
う
回
避
す
れ
ば
よ
い

か
。
そ
の
方
法
は
検
討
さ
れ
て
い

る
か
。

答
弁
　
（
市
民
部
次
長
）
支
援
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
で
き
て
い
な
い
。
他

市
町
村
の
作
成
事
例
等
を
踏
ま
え

福
祉
部
局
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

災
害
時
に
自
力
避
難
が
困
難
な
人

は
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
対

象
者
で
、
本
人
の
同
意
確
認
を
し
、

平
時
か
ら
の
見
守
り
に
も
繋
げ
て

い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

〇�

令
和
７
年
度
予
算

東
海
第
二
原
発
放
射
能

事
故
避
難

質
問
　

ひ
た
ち
な
か
市
と
の
受
入

協
定
は
。

答
弁
　
（
市
民
部
長
）
受
入
予
定

８
４
７
５
人
。
小
・
中
学
校
・
高

校
な
ど
で
17
と
そ
の
他
４
カ
所
。

行
政
区
の
協
力
は
な
い
。

質
問
　

牛
久
市
の
原
発
事
故
対
応

計
画
は
。

答
弁
　

牛
久
市
ま
で
は
60
キ
ロ
あ

り
屋
内
退
避
と
な
る
。

質
問
　

運
転
開
始
47
年
の
老
朽
原

発
、
今
年
２
月
も
電
源
盤
の
火
災

事
故
な
ど
不
安
。
対
策
と
規
制
委

員
会
、
国
・
県
へ
の
申
し
入
れ
は
。

答
弁
　

国
の
責
任
で
安
全
性
が
確

保
さ
れ
る
。

茨
城
農
芸
学
院
井
戸
水

調
査
結
果

質
問
　

※
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
）
調
査
結
果

と
原
因
は
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
次
長
）
暫
定

目
標
値
の
50 

ng
/
Ｌ

以
下
で
原
因
不
明
。

質
問
　

水
道
水
・
農

作
物
の
調
査
と
河
川
、

農
作
物
の
調
査
は
。

答
弁
　

調
査
の
予
定
は
な
い 

。

※�

代
表
的
な
人
工
化
合
物
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

や
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
は
人
体
や
環
境
に
対
し

て
有
害
性
を
持
ち
、
国
内
で
製
造
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
物
質
。
ナ
ノ
グ
ラ

ム
は
、
10
億
分
の
１
グ
ラ
ム
を
表
す

単
位
。

県
南
水
道
の
県
一
元
化

質
問
　

茨
城
県
水
道
一
元
化
の
参

加
と
今
後
に
つ
い
て
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
次
長
）
メ
リ
ッ

ト
な
く
参
加
し
な
い
、
連
絡
調
整

を
し
て
い
く
。

質
問
　

水
道
管
耐
震
検
査
と
対
策

は
。答

弁
　

耐
震
適
合
化
更
新
を
順
次

予
定
し
て
い
る
。

質
問
　

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
調

査
結
果
は
。

答
弁
　

暫
定
目
標
値
以
下
。

下
水
道
管
緊
急
点
検

質
問
　

下
水
道
管
緊
急
点
検
調
査

結
果
と
老
朽
対
策
に
つ
い
て
は
。

答
弁
　
（
市
長
・
建
設
部
長
）
市
管

理
と
県
管
理
と
も
問
題
な
し
。

平成 26 年「手話言語法」制定
を求める意見書請願を採択



牛久シャトーの利活用に関する中間報告

　３月 24 日、エスカード・シャトー特別委員会
において中間報告を市長あてに提出しました。

　エスカードおよび牛久シャトーの利活用の推進
に関する調査特別委員会は、シャトーの運営のあ
り方について調査結果報告書を提出しました。
　その中で以下の提言をしています。
①　�シャトーの管理運営と飲食・物販の営利事

業とは別個のものと捉えるべき
②　�シャトーの建物や敷地の管理は文化財保護

の観点から市が事業として担うべき
③　�赤字経営の牛久シャトー（株）の運営は飲

食物販の民間事業者への委託などを含め再
建プランの作成と実行体制づくりが必要

第１回臨時会
【国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金に
よる】
▶低所得者支援給付金及び定額減税不足額給付金

５億７００１万５千円
▶物価高騰に対する介護施設、障害者福祉施設、
民間保育園、医療機関、認定農業者、運送事業者、
民間幼稚園、民間児童クラブ等への補助金

１億８１９万６千円

第１回定例会追認議案（財産の取得）の提出
　予定価格２千万円以上の動産を取得する場合に
は、議会の議決に付さなければならないところ、
議決を経ずに所得していたことが判明したため。

内　容
▶�令和６年度市役所本庁舎・分庁舎・第３分庁舎 

LED 照明器具賃貸借　　 ２２１３万５０８０円
▶平成２６年度 LED 防犯灯賃貸借（４件）

４０６６万２千円、４４９２万８千円、
５１０８万４千円、５４００万円
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

遠藤 憲子 議員 牛久シャトー(株）への市の考えは

答弁）事業再生に向け市の結論を出したい

質
問
　

市
が
シ
ャ
ト
ー(

株
）
を

ど
う
し
て
い
き
た
い
の
か
、
市
の

考
え
や
方
向
性
が
ま
る
で
見
え
な

い
。
有
識
者
会
議
の
結
論
が
市
の

考
え
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
と
、

危
惧
を
感
じ
る
。
市
の
考
え
は
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
長
）
こ
れ
以

上
の
負
債
（
約
1
億
4
千
万
円
）

が
増
え
る
こ
と
は
許
容
で
き
な
い

と
有
識
者
会
議
を
立
ち
上
げ
た
。

市
が
事
務
局
に
入
り
、
委
員
に
は

副
市
長
が
入
っ
て
い
る
。
事
業
再

生
の
観
点
か
ら
市
民
か
ら
の
意
見
募

集
や
議
会
特
別
委
員
会
の
意
見
を

取
り
入
れ
市
の
結
論
を
出
し
た
い
。

質
問
　

シ
ャ
ト
ー
（
株
）
を
残
す

の
か
。
い
っ
た
ん
は
清
算
し
て
新

た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
か
。
債
務
超

過
や
赤
字
を
ど
う
す
る
の
か
、
シ
ャ

ト
ー
（
株
）
の
役
員
体
制
は
今
の

ま
ま
で
良
い
の
か
、
な
ど
も
含
め

市
の
考
え
は
。

答
弁
　

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
も
含
め
検
討
し
、

経
営
改
善
策
や
運
営
も
行
っ
て
き

た
。
賃
料
の
バ
ラ
ン
ス
等
も
含
め
、

シ
ャ
ト
ー
は
公
益
性
が
高
く
、
飲

食
参
入
の
余
地
も
あ
る
。
市
民
の

意
見
や
議
会
特
別
委
員
会
の
結
論

を
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

答
弁
　
（
市
長
）
市
の
方
向
性
を
一

日
も
早
く
決
定
づ
け
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

※�

公
共
施
設
の
整
備
や
運
営
を
民
間
の

資
金
や
能
力
を
活
用
し
て
行
う
手
法

の
こ
と
。

税
金
の
投
入
の
考
え
は

質
問
　

補
助
金
は
投
入
し
な
い
と

議
会
の
附
帯
決
議
も
あ
る
。
令
和

７
年
予
算
で
植
栽
管
理
約
２
千
万

円
の
計
上
。
植
栽
管
理
を
含
め
税

金
投
入
の
考
え
は
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
長
）
シ
ャ

ト
ー
は
市
民
の
要
望
も
あ
り
一
定

の
公
益
性
が
あ
る
。
必
要
な
景
観

保
持
に
努
め
て
い
く
。

質
問
　

全
国
事
例
で
も
第
３
セ
ク

タ
ー
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
し
て
い

る
状
況
が
見
ら
れ
な
い
。
自
治
体
が

援
助
を
し
な
い
方
法
の
検
討
は
。

答
弁
　
（
副
市
長
）
公
益
性
を
ど
う

評
価
す
る
か
で
あ
り
、
市
民
の
意

見
を
整
理
し
考
え
て
い
く
。

再生計画が待たれる牛久シャトー



賛成全員で可決または認定等された議案等
議案番号 議　　　案　　　等　　　名

【第１回臨時会】	
１号 令和６年度牛久市一般会計補正予算（第５号）

【第１回定例会】	

２号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整理に関する条例について

３号 牛久市職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例について

４号 牛久市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一
部を改正する条例について

５号 牛久市手数料徴収条例の一部を改正する条例につい
て

６号 牛久市立学校設置条例の一部を改正する条例につい
て

７号 牛久市放課後児童対策施設の設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例について

８号 牛久市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例について

１０号

牛久市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並
びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効
果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部
を改正する条例について

１１号
牛久市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例について

１２号 牛久市地域包括支援センターの運営及び人員に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例について

１３号 牛久市土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条
例の一部を改正する条例について

１４号 ひたち野地区地区計画の区域内における建築物の制
限に関する条例の一部を改正する条例について

１５号 牛久市下水道条例の一部を改正する条例について

１６号 牛久市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関
する条例の一部を改正する条例について

１７号 令和6年度牛久市一般会計補正予算(第6号)

１８号 令和6年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予
算(第4号)

１９号 令和6年度牛久市青果市場事業特別会計補正予算(第
2号)

２０号 令和6年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算(第
3号)

２１号 令和6年度牛久市後期高齢者医療事業特別会計補正
予算(第2号)

２２号 令和6年度牛久市下水道事業会計補正予算(第3号)
２５号 令和7年度牛久市青果市場事業特別会計予算
２６号 令和7年度牛久市介護保険事業特別会計予算
２８号 令和7年度牛久市下水道事業会計予算
２９号 市道路線の認定について
３０号 市道路線の廃止について
３１号 牛久市等公平委員会委員の選任について
３２号 牛久市固定資産評価審査委員会委員の選任について

３３号
牛久市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
について

３４号 財産の取得について（追認）
諮問５号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
諮問６号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
議員提出
議案１号

牛久市議会委員会条例の一部を改正する条例につい
て

意見書
案１号

若者の政治参加を促進する抜本的改革を求める意見
書の提出について

意見書
案5号

所得税の課税最低限の引き上げによる市民税の減収
分の補填を求める意見書の提出について

賛否が分かれた議案等

議
案
番
号

議　案　等　名

市
民
ク
ラ
ブ

自
民
党
う
し
く
２１

公

明

党

日
本
維
新
の
会

日
本
共
産
党

う
し
く
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

無
会
派（
小
松
崎
）

無
会
派（
山
本
）

無
会
派（
池
辺
）

無
会
派（
甲
斐
）

無
会
派（
磯
山
）

議

決

結

果
【第1回定例会】

９号
牛久市国民健康保険税
条例の一部を改正する
条例について

黒木〇
須藤〇
杉森〇
出澤×
加藤〇

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

２３号 令和7年度牛久市一般
会計予算 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可

決

２４号
令和7年度牛久市国民
健康保険事業特別会
計予算

黒木〇
須藤〇
杉森〇
出澤×
加藤〇

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

２７号
令和7年度牛久市後期
高齢者医療事業特別会
計予算

〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

決議案
１号

議案第２３号　令和７年
度牛久市一般会計予
算に対する附帯決議に
ついて

× 石原〇
髙嶋不 〇 × × 〇 〇 × 不 不 × 否

決

意見書
２号

高額療養費制度の自己
負担限度額引き上げ撤
回を求める意見書の提
出について

〇 × 〇 〇 〇 × × ○ × × × 可
決

意見書
３号

選択的夫婦別姓制度の
導入を求める意見書の
提出について

黒木〇
須藤〇
杉森〇
出澤〇
加藤×

× 〇 × 〇 × × 〇 × × 〇 可
決

意見書
４号

インボイス制度の廃止
を求める意見書の提出
について

〇 × × 〇 〇 × × × × × 〇 否
決

請願
１号

建築物省エネ法の再エ
ネ促進区域設定に関す
る請願

〇 石原×
髙嶋〇 〇 × 〇 〇 × × × × 〇 採

択

凡例：　○・・・賛成、×・・・反対　不…採決時不在
諸橋太一郎議長（自民党うしく21）は採決には加わっておりません議案の審議結果

会派構成
市民クラブ 自民党

うしく２１ 公明党 日本共産党 日本維新
の会

うしく未来
プロジェクト 無会派

黒木　のぶ子 諸橋　太一郎 藤田　尚美 遠藤　憲子 伊藤　裕一 塚原　正彦 小松崎　伸
須藤　京子 石原　幸雄 鈴木　勝利 大森　和夫 水梨　伸晃 柳井　哲也 山本　伸子
杉森　弘之 髙嶋　基樹 伊藤　知子 池辺　己実夫
出澤　　大 甲斐　徳之助
加藤　政之 磯山　和男
※�牛久市議会では会派制を採用しているため、会派名で記載しています。
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介
護
相
談
員
の
施
設
訪
問
が

減
少
に
伴
い
職
員
採
用
せ
ず

問 

介
護
相
談
員
の
報
酬
が
減
額
に
な
っ
た

理
由
は
。

答 

介
護
相
談
員
は
高
齢
者
施
設
等
を
訪
問

し
、
入
所
者
や
そ
の
家
族
か
ら
相
談
を

受
け
た
り
、
施
設
職
員
と
の
つ
な
ぎ
役

を
担
っ
た
り
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降

は
、
感
染
症
予
防
の
た
め
施
設
側
の
意

向
に
よ
り
訪
問
施
設
が
減
少
し
た
こ
と

か
ら
職
員
採
用
を
取
り
や
め
た
。

牛
久
駅
西
口
駅
前
広
場
ト
イ
レ
の

整
備
が
令
和
７
年
度
に
延
期

問 

ト
イ
レ
整
備
の
実
施
設
計
費

４
２
４
０
万
円
が
繰
り
越
し
と
な
っ
て

い
る
が
、
今
後
の
予
定
は
。

答 

令
和
５
年
８
月
か
ら
令
和
６
年
７
月
ま

で
入
札
を
５
回
行
っ
た
が
、
人
件
費
お

よ
び
材
料
費
の
高
騰
な
ど
で
不
調
と

な
っ
た
。
そ
の
後
国
や
県
と
協
議
を
行

い
、
今
一
度
工
事
に
向
け
取
り
組
む
。

令
和
７
年
度
初
め
に
設
計
を
出
し
、
年

度
末
に
工
事
完
了
を
目
指
し
進
め
て
い

く
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
浴
室
修
繕

問 

ろ
過
機
の
故
障
に
よ
り
男
性
浴
室
が
使

用
で
き
な
い
状
況
だ
が
今
後
の
改
修
計

画
は
。

答 

現
在
、
女
性
浴
室
を
１
日
お
き
に
男
女

の
交
替
利
用
に
し
て
い
る
。
ろ
過
装
置

の
修
繕
費
用
の
見
積
り
金
額
は

５
０
０
万
円
超
で
、
部
品
が
な
い
た
め

修
理
に
時
間
を
要
す
る
。
女
性
浴
室
の

ろ
過
装
置
も
い
つ
故
障
す
る
か
分
か
ら

な
い
状
況
。
運
営
協
議
会
で
利
用
者
を

含
め
た
各
団
体
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

今
後
の
方
向
性
を
考
え
て
い
く
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

予
防
接
種
の
公
費
負
担

問 

公
費
負
担
の
内
容
は
。

　

 

ま
た
低
所
得
者
へ
の
配
慮
は
。

答 

現
在
、
国
が
８
３
０
０
円
、
市
が

３
０
０
０
円
を
負
担
。
令
和
７
年
度
接

種
費
用
の
上
昇
が
国
か
ら
示
さ
れ
た
が
、

助
成
金
額
は
未
提
示
。
65
歳
以
上
の
生

活
保
護
受
給
者
は
無
料
と
し
て
い
る
。

総
務
企
画
常
任
委
員
会

４
月
か
ら
の
市
職
員
の
給
与
の
改
正

（
内
容
）
扶
養
手
当
を
２
年
間
で
段
階
的
に

見
直
し
、
配
偶
者
に
係
る
手
当
を
廃
止

し
子
に
係
る
手
当
を
引
上
げ
る
。
ま
た

通
勤
手
当
の
支
給
限
度
額
を
５
万
５
千

円
か
ら
15
万
円
に
引
上
げ
る
。

問 

扶
養
手
当
の
見
直
し
に
よ
る
令
和
７
年

度
の
影
響
額
と
通
勤
手
当
が
５
万
５
千

円
を
超
え
て
い
る
職
員
は
い
る
の
か
。

答 

約
１
６
０
万
円
の
増
額
と
な
り
、
通
勤

手
当
は
県
（
水
戸
市
）
に
派
遣
し
て
い

る
職
員
２
名
が
該
当
す
る
。

非
常
勤
消
防
団
員
の
退
職
報
奨
金
の

勤
務
年
数
区
分
に
35
年
以
上
を
追
加

問 

現
在
の
消
防
団
員
の
人
数
と
35
年
以
上

に
該
当
す
る
人
数
は
。

答 

条
例
に
お
け
る
定
数
は
４
９
０
名
で
、

現
在
は
４
０
７
名
、
う
ち
35
年
以
上
勤

務
の
対
象
者
は
13
名
。

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の

導
入
を
求
め
る
意
見
書

（
賛
成
討
論
）
世
界
で
は
婚
姻
に
よ
り
配

偶
者
の
姓
が
か
わ
る
よ
う
な
時
代
で
は

な
い
。
働
く
女
性
が
キ
ャ
リ
ア
を
継
続

す
る
事
例
も
あ
り
、
速
や
か
に
実
現
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

教
育
文
化
常
任
委
員
会

お
く
の
義
務
教
育
学
校
一
体
型
校

舎
の
完
成
に
伴
う
学
校
所
在
地
の

統
一
化

（
内
容
）
令
和
７
年
４
月
に
現
在
の
南
校
舎
敷

地
内
に
一
体
型
校
舎
が
完
成
し
、
全
児

童
生
徒
お
よ
び
児
童
ク
ラ
ブ
が
新
校
舎

へ
移
転
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
在
が
明

記
さ
れ
て
い
る
学
校
設
置
や
児
童
ク
ラ

ブ
に
関
す
る
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

保
健
福
祉
常
任
委
員
会

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
を

４
月
か
ら
改
正

（
内
容
）
国
保
財
政
の
財
源
不
足
に
は
、
基

金
か
ら
の
取
り
崩
し
や
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
れ
で
対
応
し
て
き
た
。
し
か
し

①�

被
保
険
者
数
の
減
少
と
そ
れ
に
伴
う

国
保
税
収
入
の
減
少
。

②�

赤
字
が
継
続
し
て
お
り
、
現
行
税
率

で
は
解
消
の
見
込
み
が
立
た
な
い
。

③�

基
金
が
令
和
７
年
度
中
に
枯
渇
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
税
率
を
見
直
す
こ

と
と
な
っ
た
。

問 

一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
や
低
所

得
者
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答 

持
続
可
能
な
税
の
あ
り
方
と
し
て
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
れ
は
好
ま
し
く
な
い

と
考
え
る
。
低
所
得
者
へ
の
配
慮
と
し

て
、
均
等
割
と
所
得
割
の
比
率
を
所
得

に
応
じ
た
負
担
と
な
る
よ
う
設
定
し
、

子
ど
も
の
均
等
割
を
市
独
自
に
就
学
後

か
ら
18
歳
以
下
は
半
額
と
し
て
い
る
。

環
境
建
設
常
任
委
員
会

土
地
の
埋
立
て
や
盛
土
に
よ
る
土

壌
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
条
例
を

改
正

（
内
容
）
県
の
条
例
の
改
正
に
伴
い
整
合
性

を
図
る
た
め
改
正
す
る
も
の
。
主
な
改

正
は

①�

条
例
の
目
的
で
あ
る
災
害
の
防
止
は
、

よ
り
罰
則
の
強
い
国
の
盛
土
規
制
法

へ
移
行
。

②�

許
可
対
象
面
積
を
５
０
０
０
㎡
未
満

か
ら
３
０
０
０
㎡
以
下
に
引
き
下
げ

る
。

ひ
た
ち
野
地
区
の
良
好
な
住
環
境

を
図
る
た
め
地
区
区
分
と
制
限
を

変
更
す
る
条
例
改
正

（
内
容
）
ひ
た
ち
野
地
区
の
地
区
計
画
が
当

初
想
定
し
た
中
高
層
の
建
築
物
よ
り
も

低
層
の
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
実
態
を

踏
ま
え
改
正
す
る
も
の
。
主
な
も
の
と

し
て
高
さ
制
限
が
な
か
っ
た
一
般
住
宅

Ａ
地
区
と
Ｂ
地
区
に
10
ｍ
と
高
さ
の
制

限
を
追
加
。
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常
任
委
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会
審
査
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介
護
相
談
員
の
施
設
訪
問
が

減
少
に
伴
い
職
員
採
用
せ
ず

問 

介
護
相
談
員
の
報
酬
が
減
額
に
な
っ
た

理
由
は
。

答 

介
護
相
談
員
は
高
齢
者
施
設
等
を
訪
問

し
、
入
所
者
や
そ
の
家
族
か
ら
相
談
を

受
け
た
り
、
施
設
職
員
と
の
つ
な
ぎ
役

を
担
っ
た
り
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降

は
、
感
染
症
予
防
の
た
め
施
設
側
の
意

向
に
よ
り
訪
問
施
設
が
減
少
し
た
こ
と

か
ら
職
員
採
用
を
取
り
や
め
た
。

牛
久
駅
西
口
駅
前
広
場
ト
イ
レ
の

整
備
が
令
和
７
年
度
に
延
期

問 

ト
イ
レ
整
備
の
実
施
設
計
費

４
２
４
０
万
円
が
繰
り
越
し
と
な
っ
て

い
る
が
、
今
後
の
予
定
は
。

答 

令
和
５
年
８
月
か
ら
令
和
６
年
７
月
ま

で
入
札
を
５
回
行
っ
た
が
、
人
件
費
お

よ
び
材
料
費
の
高
騰
な
ど
で
不
調
と

な
っ
た
。
そ
の
後
国
や
県
と
協
議
を
行

い
、
今
一
度
工
事
に
向
け
取
り
組
む
。

令
和
７
年
度
初
め
に
設
計
を
出
し
、
年

度
末
に
工
事
完
了
を
目
指
し
進
め
て
い

く
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
浴
室
修
繕

問 

ろ
過
機
の
故
障
に
よ
り
男
性
浴
室
が
使

用
で
き
な
い
状
況
だ
が
今
後
の
改
修
計

画
は
。

答 

現
在
、
女
性
浴
室
を
１
日
お
き
に
男
女

の
交
替
利
用
に
し
て
い
る
。
ろ
過
装
置

の
修
繕
費
用
の
見
積
り
金
額
は

５
０
０
万
円
超
で
、
部
品
が
な
い
た
め

修
理
に
時
間
を
要
す
る
。
女
性
浴
室
の

ろ
過
装
置
も
い
つ
故
障
す
る
か
分
か
ら

な
い
状
況
。
運
営
協
議
会
で
利
用
者
を

含
め
た
各
団
体
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

今
後
の
方
向
性
を
考
え
て
い
く
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

予
防
接
種
の
公
費
負
担

問 

公
費
負
担
の
内
容
は
。

　
 

ま
た
低
所
得
者
へ
の
配
慮
は
。

答 
現
在
、
国
が
８
３
０
０
円
、
市
が

３
０
０
０
円
を
負
担
。
令
和
７
年
度
接

種
費
用
の
上
昇
が
国
か
ら
示
さ
れ
た
が
、

助
成
金
額
は
未
提
示
。
65
歳
以
上
の
生

活
保
護
受
給
者
は
無
料
と
し
て
い
る
。

予
算
常
任
委
員
会

　
お
く
の
義
務
教
育
学
校

　
　
　
　
開
校
の
た
め
備
品
購
入

問 

備
品
代
の
総
額
は
。

答 

増
築
部
分
は
約
３
４
０
０
万
円
、
長
寿

命
化
改
修
の
部
分
は
約
３
６
０
０
万
円
、

昇
降
口
の
下
足
入
れ
の
購
入
は

６
６
０
万
円
、
給
食
関
係
の
備
品
は
約

７
０
０
０
万
円
で
あ
る
。
各
教
室
の
机

や
椅
子
、
特
別
教
室
で
使
用
す
る
教
材

な
ど
は
既
存
の
も
の
を
使
用
す
る
。

小
中
学
校
体
育
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

　
　
小
学
校　
９
９
７
５
万
円

　
　
中
学
校　
５
３
１
６
万
円

問 

工
事
の
進
め
方
は
。

答 

工
事
中
は
使
用
で
き
な
く
な
る
た
め
、

夏
休
み
な
ど
の
授
業
の
な
い
時
期
を
考

え
て
い
る
。
中
学
校
は
、
総
体
や
新
人

戦
な
ど
の
練
習
で
使
用
が
盛
ん
に
な
る

時
期
が
あ
る
た
め
、
学
校
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
工
事
を
進
め
た
い
。
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正門 １年生教室

靴箱 理科室

音楽室 技術室

図書室 図書室

おくの義務教育学校
新校舎紹介



令和７年３月９日　牛久市役所分庁舎１階にて開催 

UNICLEの代表者と

小児がんの子どもたちを支援す

るためのレモネードスタンド活

動を行っている牛久栄進高校

JRC部の皆さん

特定非営利活動法人きらきらス

ペース、まる花子ども食堂では

カレーを提供

身近な市議会を目指して

●
議
会
だ
よ
り
を
手
に
取
っ
て
お
読
み
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（山
本
）

●
皆
様
に
と
っ
て
の
お
宝
情
報
は
あ
り
ま

し
た
か
？
こ
れ
か
ら
も
役
立
つ
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（水
梨
）

●「
市
議
会
だ
よ
り
良
く
な
っ
た
よ
」
と

声
を
掛
け
ら
れ
、
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
っ
た
か
な
？
　
　
　（磯
山
）

●
い
ろ
い
ろ
学
び
取
材
で
元
気
に
な
り
ま

し
た
。
次
期
メ
ン
バ
ー
に
期
待
し
ま
す
！

フ
ァ
イ
ト
！
　
　
　
　
　
　
　
　（大
森
）

●
何
よ
り
の
収
穫
は
、
取
材
で
の
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　
　
　（伊
藤
）

●
市
民
の
皆
様
と
の
大
切
な
接
点
で
あ
る

議
会
だ
よ
り
に
携
わ
れ
、
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（出
澤
）

●
新
た
な
分
野
や
内
容
の
深
掘
り
、
伝
わ

り
や
す
さ
な
ど
、
試
行
錯
誤
の
時
間
は
貴

重
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（髙
嶋
）

　
　
　広
報
常
任
委
員
会
　
　
　

　
　
　委
　員
　長
　山
本
　伸
子

　
　
　副
委
員
長
　水
梨
　伸
晃

　
　
　委
　
　員
　磯
山
　和
男

　
　
　
　
　
　
　
　大
森
　和
夫

　
　
　
　
　
　
　
　伊
藤
　知
子

　
　
　
　
　
　
　
　出
澤
　
　大

　
　
　
　
　
　
　
　髙
嶋
　基
樹

編
　集
　後
　記

子どもまんなか まんまるマルシェ

議会TOPICS

“聴覚に障がいをお持ちの方と手話を通してコミュニケーションを”
　毎月１回、市役所で開催されている手話サロンに広
報委員３名で参加しました。通訳者が同席してくださ
っているので、初心者の私たちでも安心して会話をす
ることができました。　　
　手話は手指の動きだけでなく、表情や体も使って表
現する「ことば」なのだと実感。今まで難しいと思っ
ていたハードルが低くなった気がしました。

　子育て家庭をサポートする団体が集まって開催された『まんまるマルシェ』に参加
してきました。そのなかで中学校や高校の制服や体操服などをリユースし販売してい
るブースには、10時の開催前にはすでに長い行列ができていました。「任意団体みん
なの制服リユースUNICLE」では、使わなくなった制服や体操服を回収し補修、洗濯
をして販売しています。
　代表の方にお話を伺いました。「イギリスで制服のリサイクルをしている活動があ
るということを本を読んで知りました。寄付された制服を繕うのなら私にもできるん
じゃないかと思い、ママ友にも声をかけて始めたのがきっかけです。」
　使わなくなったものを次の使い手につないでいく、モ
ノだけでなくその思いもつなげていくママ友たちの底力
を感じたマルシェでした。

　市議会は市民の代表として多くの方のご意見を聞き、市へ届ける役割があります。
　多くの方のご意見を聞くためには、議会は皆様にとって身近な存在でなければなりませ
ん。議会はどのような活動をしているのか知っていただくために様々な手段で情報を発信
しています。議会だよりのほか、YouTubeチャンネルでは、本会議の様子をリアルタイ
ムで配信し、過去の録画も公開しています。また、２月からはFacebookでの情報発信を
開始しました。
　もっと多くの方に情報が伝わるよう、また身近に感じていただけるように、発信方法を
工夫していきたいと思います。ぜひ、チャンネル登録およびフォローをお願いします。

取材した感想
●全国的にPTA活動自体が縮小傾向の中、学校での
バザーなど保護者間で支えあう活動が少なくなっ
ている。社会課題に取り組んでいる市民団体を牛
久市議会としても支援していきたい。
●明るく楽しいマルシェでした。

令和 7 年 4 月 30 日　　牛久市議会だより　　第 122 号（ 20 ）

Facebook では委員会
など議会の動向を発信
しています

2 月 10 日 講師を招い
て牛久シャトーの利活
用についての勉強会

2 月 17 日 議員連絡会
にて、議会の運営に関
する報告や申し合わせ
を実施

2月17日 総務企画常任委
員会から交通体系整備促
進調査特別委員会へ公共
交通の調査報告書を送達

2 月 20 日 議会運営委
員会を開催し、3 月議会
の運営を協議


